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達成度 を確認 し検証するために,平 成22年度受





科 目(生体材料学,口 腔生化学,口 腔細菌学,歯
科薬理学,口 腔病理学,口 腔衛生学),臨床系5
科 目(歯科放射線学,有 床義歯学,口 腔外科学,
保存修復学,冠 橋義歯学)に ついて学生に国家試
験形式の問題 を作成 させ,こ れを各科目担当者が
ブラッシュアップ して学生 に返 した。またブラッ
シュアップした問題の中から各科 目1問ずつ学生
に検討 させ発表 させた。 また定期試験の試験問題
をブラッシュアップした問題か ら出題 した。アン
ケー トでは時間配分,問 題作成,ブ ラッシュアッ
プ,プ レゼ ンテーションならびに講義全体につい
て5段 階評価 として回答 を促 した。 さらに学習効
果が最 も高い と感 じられたものについて時間配分,
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ブラッシュア ップならびにプレゼンテーシ ョンに
ついていずれの項 目で普通 と回答 した学生が最 も
多かった。しかしなが ら問題作成,ブラッシュアッ
プ,プ レゼンテーションおよび講義全体に対 して
やや不満 と不満 と回答 した学生の割合が多い傾向
がみ られた。学習効果が最も高い と思われたもの
では問題作成が最 も多く次に多かったのは教員の
問題解説だった。自由記述項目では教室の移動に
苦労す ること,問 題演習への特化を促す提案およ
び授業 自体の必要性についての疑問を指摘 される
ことが多かった。このアンケー トの結果を踏まえ,
次年度は さらなる改善を試みる所存である。
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